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旭 川 に来 て 、 ち ょ うど5ヶ 月 にな る。 冬 に む かいっ つ

あ る10月 に この地 に着 い た時 には 、暖 かい土 地 か ら来 た

私 達 が果 た して無 事春 を迎 え る こと がllll来るの か、不 安

に さえ なっ た。 しか し、旭 川 の 冬 も過 ぎて み れ ば、皆 に

お ど か され て いた ほ ど の もの で もな か った よ うな気 がす

る、,美 しか っ た 一面 の銀 世 界 も、 いっ の 問 に か ドロ まみ

れ の雪 に変 わ り、研究 室 の窓 か ら見 え る景色 に も なん と

な く春 の気 配 が感 じ られ る よ うにな った 。

旭川 に来 る前 の2年 間 、私 はLusAngeles(LA)郊

外 に あ る研究 所 に留学 して いた 。私 達 が渡米 した時 、息

子 は2才 半 で娘 は1才 に な った ばか りで あ っ た。 アメ リ

カ での 生活 が少 し落 ち着 い た と ころで 、 私達 は彼 らを ア

パ ー トの す ぐ近 くの保 育 園 に入 れ る こ と に した、,その保

育 園 には 日本 人の 子供 は お らず 、H本 で ち ょ うど言葉 を

よ く しゃ ぺ り出 した時 期 の2才 の息 子 に とっ て 、突然 の

環 境 の 変化 は 、天 地 の ひ っ くり返 る よ うな大 事件 で あ っ

た に ちが い な い。「皆 、何 言 うて るか さっぱ りわ か らん。」

と言 い なが ら、 息 子 が保 育園 か ら戻 って 米 た峙 には 、 か

わ い そ うな気 も した が 、 も う少 し様 子 をみ るこ と に した。

しば らくす る と、 子供 達 は保 育 園 に も慣 れ 、英 語 ら しい

言葉 も出 は じめ た、彼 らが、 まず覚 え たの は 、"No"と
"Mi

ne"と"More"で あ る。 これ らの 言 葉 は保 育 園で

の 生存 競 争 に は必 須 の もの ら しく、 ア メ リ カ人 の子 供 達

も最初 に覚 え る もの ら しい。 怠 子達 が同 年代 の子供 と遊

び出 す と、 さ らに言 葉 を覚 え るの が はや く なっ た。1ヶ

月ほ どす る と、子 供達 が 家で 、 「オ ー メー ダ ノヘ ダフ ァ

ー 、 イヤ イヤ ヨー。」 とい う歌 を歌 い出 した,,そ れ が 英

語 ら しい こ とは 、私 に も 見当 がっ い た が 、 どん な意味 な

の か 、 さっぱ りわ か ら なか っ た。 ず っ と後 に なって 、何

か の機 会 に、 子供 達 が歌 っていたのが"01dMacllonald

hadafprm."で あ る こ と を知 ・った,,私 達 は 、 英語 をず

っ と目 か ら学 ん で きたせ い か 、意 外 に簡 単 な 文章で も耳

か ら入 る と全 く意味 が とれ ない こ とが 多 い、,その歌 を ア

メ リカ人 が歌 うの を聞 いて み る と、 そ れ は確 か に子供 達

が歌 って い た とfsり 「オー メー ダ ノヘ ダフ ァ‐n」 で あ

った 。子供 達は 、 言葉 をす ぺ て耳 か ら吸 収 し、 それ をそ

の ま ま繰 り返 し[か ら川 す こ とに よ って言 葉 を学 ぶ た め 、

帰 国 す る頃 に はす ば ら しい英梧 を話 す よ うに な り、 目本

人 には不得 手 と言 わ れ る"L"と"R"を 全 く別 の 音 と

して聞 き、 そ して発 音 す るよ うに なっ て いた 。

私 は、 ア メ リ カで2年 も生 活 すれ ば 、 さぞ か し英 語 も

上 達 す るこ とだ ろ うと渡 米前 に は 考 えて いた が 、 なん の

亀 下 勇

ことは ない。f-flf達の英譜 の上達 に比べ、私の英語 を話

す力は行 く前とあまり変わっていなし㌔ 変わった ことと

言えば、細 かい間違 いを気 にせず言葉 をllに出せ る図 々

しさが身についた くらいである。耳だけは慣れたせいか、

アメリカ人ど うしが スラングを交 じえて しゃぺっている

時以外は、概 ね聞 き取 れるよ うになった。

LAに は、英踏 を母国語 としない様々な外国人が多数

生活 しているが、 日本人の英晒 を話 す力は、その中で も

かなり低い方で ある。アメリカ人がびっ くりす るのは、

英語 をnせ ないと思 っていた 日本 人が、驚 くほどた くさ

んの単梧 を知 ってお り、難 かしい英語 を読 んだ り書いた

りす ることで ある。 しか し、残念 なことに知 っている単

語 を会話のrllで使 えないの も我 々日本人の特徴であろ う。

アメ リカ人の会話 を聞 いてい ると、たい して難か しい単

語 は出てこないのだが、日本では頭 の柔軟 な時期 に読み

書 きばかりしているせいか、 しゃぺ る方はなかなか思 う

よ うには上達 しない。最初、私 は英語 を話 す前 に頭 の中

で文章 をっ くり、 文法 に誤 まりがないかど うか確 認 して

か ら[に 出すよ うにしていた、,この方法は、正確 な文章

を書 く場 合には人切であろ うが、会話の場 合には具合の

悪いことに、文章が完成 した峙点で は、 もう話題は先 に

進んでいて、 しばしば話すチ ャンスを逃が して しまうこ

とが多い。LAに 住 む ラテン系の人々の 多くは英 単語の

スペ ルを正確 に書けない し、 また文法 もほ とんど知 らな

い。彼 らの英語 をよく聞 いている と、文章の硯在形 と過

去形 には無 頓着で、3人 称単数の動 洞にsを つけないな

ど、全くいい加減で ある、,しかし、彼 らは持 ち前の楽天

的な性格で文法の間違いなど全 く気にせず、アメリカ人

と対等 にや り合って いる、,少なくとも日本人よ りも、は

るかに うまくコミュニケー ションをしてい るよ うに思 え

る。 文法や単語 を正確に覚 えた りするの も重要なことと

思 うが、言葉の本筋は話 し相手に自分の意志を伝 えるこ

とであることを我 々は忘れがちであ る,,

言葉の修 得 に限 ったことでは なく、新 しいことを吸収

す るには、当然の ことながら、あ る程度若 い人の方が有

利であるnし か し、4才 と3才 で帰国 した私の子供達 の

場 合は、若す ぎたの か、英語 を覚 えるの もはやかったが、

忘れ るのもはやい。 あればどrIか ら出ていた英語 も、今

ではほとん ど話 さな くなり、かわ りに今度 は耳か ら覚 え

た本場 の北海道弁 を しゃべってい る。

(生化学第一講座 助教授)

2

一



(、
、

!ρ ㌔・

随想
`15年 を振 り返

っ て'

旭川医科大学 も早 いもので創設以来15年 を迎 えよ うと

している,,今回、光栄 にも本学 の広報 誌で ある 「かぐら

おか」 に投稿す る機 会を与 えられた。本学の創設期 に学

生 としてスター トし、その後 も本学 と共に歩んで きた者

の1人 として、この15年 を振 り返 って私 なりの感想 を述

ぺてみたい。

私は、昭和48年11月 に第1期 生と して本学 に入学 した。

当時は国会において新設医大 に関する法案の通過 に時間

がかか り、そのため本学 は愛媛、山形大学両医学部 と共

に変則的 な時期 にその産声 をあげた。当時、現在の校 舎

は神楽岡の地(現 西神楽 、旧名を神楽岡と称 し、本広報

誌の題 名はこれに由来 する)に 建設中で、その周辺は雑

草の生 い茂った嚥野で あった。従 って、我 々1期 生は、

その数年後には積雪でっぶれて しまったという北門町の

仮校舎(旧 旭川教育大附属小学校)に 通 い、同年11月 か

ら翌年3月 までの5カ 月間 に1年 分の授業 を濃縮 して受

けることとなった。極寒の冬、朝8時40分 から夕方5時

30分 まで1日5講 の授業 が行われた。教養科 目を担当下

さった教官、学生そ して事務職 員が 一体 となって過 ごし

た創 設期の2、3の エ ピソー ドを以下 に紹介 し、当時の

模様 を回顧することに したい。

11月 とい う季節はず れに100名 もの学生 が旭川を訪れ

たので.学 生 の住むぺ き下宿が足 りなかった。当時の高

木幸雄学生課長 、石 井紀夫教務係長 らが入学式の前Hま

で、北門町近辺の民家 を一軒 ・軒訪ね廻 って下宿 を募 り

旭川市民の御協 力を頂いた話は、当時の我 々をいたく感

動 させた。

入学後1カ 月も経過す ると、連 日の濃縮授業のため疲

労の色 が濃 くなった。そんな頃、当時の 「三 羊亭」で、

大学が主催 して、教官 、学生、事務職 員の約150名 が集

まり、山田守英初代学長 を囲んでの大 コンパ が行 われた。

また、正月には、三者が合同で百人一首大会 を行 った。

これ らは、私 の記憶 にあるほんの1コ マのエ ピソー ドで

あるが、次の 日への意 欲が再燃 したことを思い出す。 こ

のように本学 の創設期 においては教官、事務職 員、学生

が三位一体 となって連帯 し、このことがその後の本学の

発展の基礎 となったよ うにW.V・う。

さて、昭和49年5月 か らは、現在の地 に完成 した新 し

い校舎での学生坐活 が始 まった。 しかしながら、大学の

周辺は依然 として雑草 の生 い茂 る映野であった。附属病

院の開院は昭和51年11月 で あったので、それまでの2年

6カ 月の期間、神楽 岡に毎 日通 うのは本学の学生、教官、

そ して事務職 員のみであった。教官 、事務職員の中には

単身赴任の方も多く、御不 自由な生活 を送 られていたと

聞 く。

このよ うな環境の中で、我 々は引 き続 き教養科 目およ

び基礎医学の講義 を受 け、実習 を行 った。当時 まだ少 な

吉 田 晃 敏

かった教官 スタッフの方々が講義 ・実習メニューを質 ・

量 ともに充実 させるために、夜遅 くまで懇切 丁寧 に我々

をご指導 くだ さったことを思 い出す。今、学生か ら教官

へ と疏場が変わった私には、ご指 導下 さった教官 の皆様

の熱意 が初めて理解で きるよ うな気 がして 、改めて深謝

する次第で ある。当時は実習で遅 くなると帰 りの交通手

段 がな く苦労 したものだった、,旭川駅前を発 車して、ニ

ュー タウン入口(旧 東神楽0号)と 二x一 タウンガソ リ

ンス タン ド前 に止 まる2系 統のバ スは、1時 間 に1～2

本 しかなく、夜8時 以降は走 らない。従 って、 クラスで

自家用車 を持 っていた数人の学友は神様 のよ うに崇拝 さ

れたものだ った。

さて、我々が臨床実習 を開始 した昭和52年 は、附属病

院の開院1年 後にあたる。当時は、臨床 系も教官 スタッ

フが少 なく、 それが逆 に幸い して各科の第 ・線の諸先生

や教授か ら直接 ご指 導を頂 く機 会が多かった。今考える

と、我 々は非常に大切 に扱 われて いたよ うに思 う。現在

教官 の;rteに ある私 は、当時 自分 が受けた濃厚 な教 育を

現在 の学生PH君 に行 っているで あろ うかと反省 させ られ

る。

今基礎臨床棟 の屋上 に立 ち、我母校旭川医科大学 の周

囲 を一望す ると、あまりの変貌 に驚嘆する。学生にとっ

ては、諸設備 が完備 し勉学の環境 は完壁 と言っていい。

また、大学の内部で は、事務系の機構 も整 い多 くの優秀

な事務 スタッフが揃 っている。 さらに、過去 にはその数

が不足 して いた教官 スタッフも質 ・量 ともに充実 してき

てい る。一方、当時の学生 は、今 は次々と卒業 し本 年で

同窓生はLOOO名 の大台 を越 えるに至った。 そ して その多

くは北海道内 を中心 に広 く全国 に分布 し、毛に第一線 の

臨床 医と して各々の道で活躍 して いる。 また、創設期 に

我々旭川医大生を暖 かく迎 えて ドさった旭川 市民の健康

管理 にも寄与 している。 さらに、本学同窓生 は、母校旭

川医大のスタッフと して も定着 しつつ あり、昭和63年4

月1日 現在 その助 手以⊥のスタ ッフ233名 の うち、丁度

100名(43%)を 占めるに至った。

振 り返 ってみ ると、今私は、創設 当時我 々学生のため

にお骨折 り頂 いた第一線の スタッフとほぼ同 じ年齢 にな

っている事 に気が付 く。す なわち、スタッフが少 ない中

で、当時我 々をご指 導下 さった諸先生方 と同 じ、あるい

は それ以Hの ことを後輩 にしなければならない重 責を感

じている。15年 たった今、旭川医科 大学は もう新設医科

人学ではないと言われる。今後円熟期 を迎 えるにあた っ

て、創設期 から引 き継 がれ、そ してこれ により今 日まで

幾 多の困難 な問題 を乗 り切 って きた、我旭 川医科大学の

教官、事務職員、学生の三位一体 の協力を、いつ まで も

忘れずに心 にとめて精進 して行 きたいと考 えている。

(眼}'rI講座 助教授)
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新 教 授 紹 介
4月1日 付 けで教 授 に就 任 された=人 の先 生 につ いて 、

身 近 な/iか らの 紹 介 と 、御 本 人か らの挨 拶 を頂 きま しな,

(学 生課)

久保教授の就任によせて
外科学 第二講座 教授 水戸建郎

本年4月lH付 で鮫島夏樹副学長の後任 として外科学

第 ・講座の第2代 目教授 に発令 された久保良彦 先生 に、

'じ・からお祝 い申 し1げ ます,、

北大医学部卒 婁の1年 先輩 と して、 また外科学 を学ぶ

同僚 として、長い間直接 そして間接 に接 して きた久保良

彦先生のプロフ ィールを御紹介いたします。

久保先生は、昭和31年 北大医学部 を卒業後、胸部 ・1血L

管外科 を標榜す る北大第二外科講座(当 時奥田義正教授)

の大学院生 として入局 し、昭和36年 「実験的膵障害の肝

に及ぼす影響」 とい う表題 で博 上号を取得 しましたが、

その後大教室の中でも特 に優秀 な先輩 ・同僚が集 る心血

管外科部門の臨床 、研究 にめ きめき頭角を表 していきま

した。 それをよく物語 っているの は、その時の第二外科

講座の教授で 日本外科学会を主催 した杉江r郎 教授は、

数 人の先輩 を差 し置 いて その抱擁 力 ・指導力の才を買っ

て医局畏 に登用 し、さらに昭和48年 鮫島教授の補佐役 と

して旭川医大の助教授 に抜擢 された ことです。

昭和50年4月 、私 が第二外科教授 として旭川 に赴任 し

て からは、約6ケ 月間 まだ現在の研究棟 がなく旭川市立

病院結核病棟 の一室の時 か ら、51年11月 附属病院 が開院

して第一 ・第二 外科の混 合病棟の時代 を通 し、患者のこ

とはもちろん両外科が協 力 して いく体制 を、久保先生 と

いろいろな機会 に相談 して進めて きま した。

久保先生 の臨床面での高い評価は、その飾 らない温厚

な人格 に源 があると思い ます,,手術 は拡人、徹底的に行

うが、私 とは対象的に、それはgentleでmeticulous

で あり、手術 に求め られる鬼手仏心 を具現 して いると常

日頃敬服 しておりました。専門分野 は心臓 血管外科で、

と くに冠動脈外科の.'iortocoronarybypassは 有名で

す が、動脈瘤の外科 、足の 血行再建 、さらに気管再建 を

伴 う肺癌の外科 も、我 が国の第 一・人者として知 られて い

ます、,研究 は、人工心臓 、人⊥血管の材料 の開発 を主テ
ーマ にして きました,,

スポーツは野球 、ゴルフ、山スキー と万能で、酒 は静

かにかなりの量 をこなす ことが知 られています。

久保先生⑳紹介 では、本当に欠点の ないのが欠点 とい

うことで しょう。

最後 に、大学はcreativeな 仕事 を世 に問い続ける場

であ り、PaulEhrlichの 研究者 と して成功す るに必要

な4っ のG,Gluck,Geduld,ceia,Geschickに 恵 ま

れ、第一外科教室がます ます隆盛 になることを祈 るとと

もに、同名講座である第二外科 とそれぞれの分野で、独

自かつ協調 して、旭川医科 大学 の発展 に寄与 していきた

い と念願 してお ります、,
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教 授就任 にあたって
外科学第一講座 久保 良彦

。のた極外彫 第_講 座を鞘

することにな りました、、身 に余る

大任で ありますが、全力投球で重

責 に当る所存で おります。何卒よ

ろ しくご支援 、ご鞭燵下 さいます

よ うお願い申 しLげ ます。

この講座 は初代の鮫島夏樹教授

(現副学長、附属癖院長)に よ って昭和48年11月 に開 か

れ、以来消化 器 ・一般外科、小 児外科 、胸部 ・心臓 ・血

管 外科 といった広い領域 にわたって教育 ・研究 ・診療 が

進 められて きま した。私 はその講座開設時 よ り助教授 と

して共 に仕事を して参 りま したので 、すでに14年 余、い

ささかひねた新任教授 であります。

この第 一外科 を継 ぐことにな りま して、初代の鮫島教

授 が築 かれた業績 をさらに発展 させ なければなりません

が、研究面では管腔外科 学(耳 馴れ ない言葉 と思います

が、私達 がH常 おこなってい る手術の大部分 が管腔 の処

理 であることを考 えた私の造語です)に おける再建材料

の't体適 合、臓器保 存、外科的腫瘍学関連問題 などが引

き続 いて主要課題 となります。 申す までもあ りませんが、

外科は手術 とい う極 めて侵襲的治療手段 を中心 に患者の

治療 に参加する臨床医学の分野で ありますので、で きる

だけ手術成績の向上にっ ながるよ うな研究 に絞 ってゆき

たいと考 えてお ります。

臨床では外科研修 の土台に1血管外科 をとり人れる方針

でおります,,こ れにはいっかの理由があ りますが、主 な

なものは次の二っです。 その一つは外科医は血管の取扱

いに馴 れることが極 めて大切 と考 えます。 といいますの

は外科手術の基本は血管の処理 とい っても過 言でな く、

人きな予術 になるほどそれが手術の成否まで左右 しかね

ないか らです。いま つ は時代の流れが切除 から再建外

科、 さらには移植の外科へと進みつつあ ります。血管外

科 に馴 れ親 しんでいれば、この流れ にもスムーズに対応

で きると考えられます。幸い第一外科 には全国的 にその

存在 を認矧 されている血管 外科の研究 ・診療 グループが

ありますので、その実現は容 易と思われ、成 果を期待 し

て おります、,

私は手術が好 きで外科医になりました(と い うよりイ

ンター ン時代f術 を終 えて先輩 からご馳 走 される風呂f:

りの ビールの味 に囚われたとい う方が正 しいかも知れ ま

せん)、,近 頃医学 はScienceの 方がやたら進 歩 ・肥大

化 し、反面Artの 影 が薄 くな りつっあ るようにみえます。

その中で医者の手(技)が 治療成績 に直接関 わることの

多い外科 はなおArtの 部分が色濃 く残 されている領域 と

いえます。 それだけに原始的 とい えますが、反面人間的

な温も りが感 じられます。や りがいのある外科 の道 を選

んだ幸運 を噛み しめて参 りま したが、これか らはで きる

だけ多勢の仲間に加わってもらい、和 気謁繭、実 りの 多い

外科教室 に発展 させてゆ きたい と念 願 してお ります。

口
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岡田教授就任によせて 教援就任 にあたって
歴史教授 原田 一典

岡田先生は本学開設と同峙 に哲学担当の助教授 と して

赴任 され、 この たび教授 に昇任 されました。改 めて御紹

介す るまで もありませんが、編集委員会の要請 にこた え

て先生の ・端を記 させていただ きます。

先生の研究対 象は西洋哲学で、その関心 は最初期の カ

ントに始 まり、英国経験論 、プ ラグマテ ィズムか ら、 さ

らに論理学 ・言譜論 ・現象学 ・科学論 ・倫理学 などを通

じての現代の分析哲学 ・解釈学 に至る広範 な分野 に及ん

でおります。その研究業績 は単著書3冊 、共著書8冊 、

単著論文24篇 と、その内容と共に、量的にも人文系の学界

においては突出 した成果を世に問 うてこられました。中でも

注 目されているのはウ ィ トゲンシュタインに関する研究

です。ウィ トゲ ンシュ タインは現代哲学 の中に全 く新 し

い視野を開 き、今日世 界の哲学 界において最 も注目され

ている哲学者で すが、岡田 先生は様様 な角度 から彼の思

想の射程 を測 り、思想的基盤 を精査す ると共に、彼の全

体像 を初めて明 らかに しま した。 この業績 はウィ トゲ ン

シュタイン研究 を一躍引上 げるものとして非常 に高い評

価 を得ております。 またプラグマティズムの創始者で あ

るパースに関 しても、 口本 における数少 ない研究者 ・紹

介者 として注目 されてお ります。

さらに先生は、医学 と哲学 との関係 にも関心 をもち、

生命倫理の問題 を含めて医療の あり方 にっいての哲学的

考察 にも歩 を進 め、その成果 を世 に示す と共に、H本 医

学哲学 ・倫理学 会の創設 に尽力 し、また他 大学 における

この種の研究 ・教育 にも積極的 に参加 されています。

他方、若 き日よ り詩作に励み、 多くの同人誌等におい

て、感性 の高い詩や鋭い詩論 を発 表 されています。

本学 における先生は、本来の哲学の他 に、 ドイツ語 ・

論理学 を担当 し、 さらに社会系総合講義 ならびに医学概

論 をも分担 されています。また志 ある学生の求め に心 よ

く応 じられて、毎 年数種 の哲学 ・文学 に関 する研究会 ・

読書会 を本学創設以米継続 して主宰 し、人 きな糧 として

学生 を育んでお られます。

温厚誠実、控 え目ではにかみやで、峙 に諾櫨を好む人

柄 と(た だ しビールを飲んでの論 争では、徹底的 に相手

をや りこめてやまないということを含めて)、 また、そ

の勉学 に対する厳 しい姿勢は、何時も親和感 と緊張感を

与 えて下さり、先生は周囲の私達 にとって大 きな存在な

のであります。

哲 学 岡田 雅勝

新 しく入学生 を迎 えるごとに自

分 と年齢の差 を感 じさせ られてい

ます。開学 と同時 に旭川医科大学

に務めた頃は 、それぼ ど年の開 き

を感 じませんで したが、最近 は自

分のf一供 が人学 したよ うな開 きを

Guじ ますO私 が在職 してから15年

になり、その間、いろいろな変化は ありま したが、学生

との交わりを楽 しみに して学園生活 を して きま した、,こ

れ からもそうしたいと思 っています。 その気侍 ちを 〈青

春〉 とい う言薫に託 して、ここで 〈青春〉につ いて少 し

ば かり触 れて、 〈哲学〉 の勧 めを致 したいと思 います。

世代 によって人によってそれぞれ に相応 しい青春があ

り、その育春はその人固有のもので、誰にもとって代 わ

ることので きないものです。です から、白分の青春 を規

準 にして、何 かを言 うっもりはありません。ただ、青春は大

変貴重で 、身体的 にも精神的 にも最 も躍動す るときで、

その貴重 な青春 に白 らの うちにあるいろいろ可能性 を追

求 し開拓 することを提 言 したいのです,,

私が携 わってお ります 〈哲学〉 は、知識の在り方や真

理の何 かへの問 いを問 い続け ることにあると されてい ま

すが、哲学 は、またつね に生 き方 に密接に関 わってい ま

す、,その意味で哲学的思索 には過去の体験 が重 くの しか

かってお ります。言い換 えれば、哲学 は自分 の体験 され

た生 を追憶す ることに根差 されています。哲学の真理 の

探究 には客観的 なもの が目指 されていますが、同時 にま

た個人的 な生の体験 に深 く関 わって います。

この体験 が深 く豊かで あれば、それだけ一層哲学的思

索 を深 め普遮的 なものにしてい くの だと思われます。青

春の体験 がなかでも最 も貴重であ り、その人の一生 を導

くほど重要 なもの とnt.o・われます、,ですから学生 のみ なさ

んには青春時代 に恐れることなく、冒険 を求 め、生の深

みを体験 して いただ きたいと思 うので す。そ して知識や

技術は究極の ところ生の深みや豊 か さのf掴験 に支えられ

ているのだとい うこ とを本当 に分 かってもらいたいので

す。私た ちはともすれば目先の良 さや快楽にのみ目を向

け勝 ちですが、自分の生 にとって最 も肝要だ と思 われ る

ことに青春の情 熱をた ぎらせ ることにこそ真 に生の意lb};

が見い出 されるのに違 いありません。

青春の アヴァ ンチ ュールこそ哲学 することだと思われ

ます。哲学することは、何 も哲学書を紐解 くばかりにあ

るのではな く、何か らで も何処 からでも始め ることがで

きます。一番問題なのは生 に対 する姿勢です、、継多い生

に立 ち向 かい、よりよい生の価値 を得 ようとい う姿勢が

あれば、それで全てです。そ うすれば、きっとこれ まで

とは違 った視野 を持 っに違 いありません。 〈青春〉 をこ

うした哲学的思索に委 ねてみ ませんか。 〈哲学〉の勧め

を私の教授就任の挨拶 といた したい と思い ます。
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医節轡蒙試験と交通事故 研 究 室.紹 介

副学長 安孫子 保

新入生諸君、入学 おめで とうございます。父兄の方 も

さぞか し喜んでお られ ることで しょ う。苦 しか った受験

生活か ら解放 されて、医学 の道 に入 ることが出来たので

す、,気候 も良 くなる し、まず運転免許を取 って ドライブ

を してみたいと考 えるのは無理 からぬことです。父兄の

方も、安 い入学料 と安 い授業料 の国立大学 に入 ってくれ

たのだから、中i'iの 一・台 ぐらい買ってやって もよいと

お 考えかも知れ ませんnし か し、交通事故の問題 、駐 車

場 の管理運営 ⊥の問題 などのため、本学では新人生の自

動車通学 を禁止 しています。従 って、父兄の方には学生

に車 を買ってや らないよ うに とい う通知 がk学 から行 っ

て いる筈です。

車を運転すれば事故はつ きものです。 人の命を救 う立

場 にある医師の卵 が、人を傷つ けたり人の命 を奪った り

す れば、その ような人 には医師免許証を与 えないで欲 し

いという声 が出て くるの は当然 です。このため、医師国

家試験 を受 ける時(願 書 を出す時)に は、罰金以 ヒの刑

に処せ られたことのある人は申 し出 るよ うに定 められて

います。

罰金以 ヒの刑 に処 せられた人にも、救済の道 が残 され

て います。罰金以上の刑 に処 せ られたことがあっても、

学長 に本人 を弁護する文章、つ まり 『申立書』 を書 いて

いただければ、医師国家試験 を受 けて医師 になることが

可能です。で も、学長 はす ぐそのような申立書 を書 いて

くれ るので しょうか,,勿 論、改俊の情 がない者には書 く

わけがあ りません。 また、悪質な事故であれば、この場

合 にも書 くことが出来 ないで しよ う。

残念なことに、本学の学生がおこした事件 ・事故は年

々増 えています。です から、 このおめでたい時 に学生諸

君 に注意 しなければならないのです。本人がい くら注意

していても、事故 をおこ して しまうこともあります。で

も、恐ろしくなって事故現場から逃げたりしないで くだ さい、,

事故 が発生 したことを、早 く警察 に届けてください。逃 げ

れば逃げるほど罰は大 きくなり、学長は申立書 を書 くこ

とが出来なくなります。

不幸にして、事件 ・事故が起 こった ら、その ことを早

く学 年担当の先生にも報告 して ドさい。この報告 は大変

重要です。なぜ なら、この報告 こそが、学長の申立書発

行 につ ながる唯 一・の道だ からです。ただ し、学長の申立

書があっても、罰金以hの 刑 に処 せられた人は医帥国家

試験 の時 には不利 にな りますので、とにか く、事件 ・事

故 をおこさないよう常 に気 をつ けて下 さいn

■ 病理学第二講座 ■ 片桐 一

8年 前 に初代板倉克明教授のあ とを継いだ片桐教授 は、

免疫遺伝学、特 にHLA抗 原系の免疫化学的解析 に重点

を置 き研究 を進 めて いる。これ までの大学院卒業生 には、

丹野(2期:順 天堂大病理助手)、 楯(3期:ニ ュー ヨ

ーク大学留学 中) 、小端(4期:順 天堂大免疫助 手)が 、

また第2病 理 で研讃 を積んだ本学の臨床医 には、東(1

期:ダ ー トマス大学留学後 、小児科助手)、 平田(2期

:1外 助手)、 古井(2期:UCLA留 学中、2外 助手)、

熊井(3期:耳 鼻科助手)、 長谷川(3期:小 児科)、

中村(4期:NIH留 学中)、 片山(A期:整 形外科)、

井 卜(5期:婦 人科)ら がおり、それぞれの分野で活躍

している。 ここで現在の教室の メンバーを紹介 したい。

助教授の 矢倉は、リンパ球分化の機構 をテーマに解析

を進 めており、教育 、臨床病理 、若手の育成 と多忙 の う

ちにもL界 的 に注目を集める成果 を発表 している。助 手

の三代川(3期)は 、3年 間の ミネソタ大学 での留学 を

終 え、4月 から教室 に新風を吹込む ことが期待 される。

同 じく助手の河端(5期)は 、マウ スのB細 胞分化 を制

御 している分子 の精製 を中心 に研究 を進めている。次い

で、 この3月 に医学博十となった3人 の うち、村⊥(3

期)は 、HLA-DP抗 原 を生化学的手法 を用いて解析

し、その多型性の由来の一・端 を解明 した。4月 からは古

巣の3内 に戻 り、今 までの成果 を生か した研究を進め る

ことが期待 され る。坂田(4期)は 、4年 に及ぶ研究か

らHLA領 域 にある新たな抗原 を見出 した。5月 からは

2外 で移植免疫の仕事 を進 めるもの と思 われ る。また、

3内'll身の芦田(5期)は 、B細 胞 活性化 に関与 してい

る分子 の構造 に関す る新知見 を得 ると同時 に、第2病 理

で出会った女性 を一生の伴侶 とす ることに成功 した。次

に、来年の博士号獲得 をめ ざし、昼夜を分 かたぬ実験 に

打込んでいるのが、3内 出身の綾部(6期)と 皮膚科出

身の高橋(7期)で ある。高橋は免疫応答 に関与 してい

るHLAの 遺伝r一解析 に、また綾部はモノクローナル抗

体 を用いたHLA抗 原系の解析 に余念がない。高橋は こ

れ以F:痩 せられ ないが、綾部は既 に5kgは 痩せ、 トレー

ドマー クとなった彼の歌声も最近は聞 く機会がめっきり

減 って しまった、,昨年4月 から加 わった歯科口腔外科の

久保(新 潟大昭和61年 卒)は 、現在高橋 につ いて基礎 を

学んでいる,,ま た、自衛隊病院 から尾立(防 衛 医大昭利

60年 卒)が 週 に数日顔 を出 して い るが、新 年度 か らは

fulltimeで 参加することになり、新たに加 わる大学院

生3人 とともにその力を爆発 すべ く準備t41である,,最後

に教室の紅一点村出 さんは、持 ち前のエ ネルギーで動物

の維持 、実験器具の整備、病理組織標本作製 、さらに事

務 と、いずれの仕事 も華麗にさばいている。免疫学 、免

疫遺伝学 を中心 とした研究は、今後 も医学の重要な位置

を占め続 けると思 われる。教室員一同、この分野 に足跡

を残すべ く日々努力 している。

(病理学 第二講座 教授)
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課 外 活 動 短 信

第30回 東日本医科学生総合体育大会(冬 季 スキー部門)

%～%野 沢温泉 スキー場

〈男子〉 滑 降2位:横 山 和 典(6年)

15kmXC1位:人 久保又一(6年)

8kmXCl位:大 久保 又 ・(6年)

リ レー2位:加 藤 、 大方 、大 久保 、 久保

総 合2位

〈女 子 〉 大 回 転1位:山 上 和 江(4年)

回 転2位:永 田 昭 子(5年)

SkmXC1位:関 圭子(5年)

3位:谷 隆f(6年)

3kmXC2位:谷 隆f(6年)

3位:関 圭r(5年)

総 合1位
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岡田 雅勝

ワープロの こと

かつて苦 労 して懸 命になって原稿 を手書 きで清書 した

ことが懐 か しいほど、今はすっか りワープロにすが りっ

いて原稿 を書 いている。私の使 っているワープロは旧式

で あるが、それでも貴重だ。私 にとって欠かす ことので

きない,最 も良 き助 け手で あり、記憶の衰 えをカバー し

てくれ る知識の守衛者で もある。

覚 え立ての頃は大変 だった。パソコンの和文ソフ トを

使 い、マニュアルを傍 らに置 きながら、懸 命に操作 を覚

えた ことが思い出 される。誰でも出来そ うな簡単な操作

が出来 なかった。文字 を打っ にしても文字盤の何処 に、

〈あい うえお … 〉の文字 があるのか探す に時間 がか

かった。 〈あ、 あ、あ、 … 〉 と言いながら、文字 盤

に譜 を探 し求め、そ してや っとの思 いで、ある程度の文

童を打 ちあげた。それから今度 は印刷に しようと して も

うま くいかない。あちこちと機械 をい じくっている うち

に、長時間かけて打 ち上 げた文章 を全て消 して しまった

ことなど、失敗談にはことかかなかった。

最 もひどいことは、あまりにも熱中 してデ ィスプレイ

をみつめ、文字盤 をみつめた ものだ から、 目はすっかり

充血 し、肩がぱんぱんに凝 って しまったこどだ。普段 手

書 きの原稿 では、.aに10時 間以上書 いて も指 が痛い と

か手がだるくなるなどの兆候 しかなかったのだったが ワ

ープロでは、す っか り目にきて しまった。 目を保護すぺ

く、次 に取 った策は、出来 るだけデスプレイをみないで

打つ とい う方法だった。 しか し今度は、漢字 に転換する

さいに、同 じ仮名表示が別 な言葉に なって しまうという

失態 を重ねた。例 えば 〈しかい〉 とい う仮 名表%]¥か ら

〈視界〉 とい う漢字 を表示 しよ うとして、漠字転換の所

を打つのだが、 〈視界〉 とい う漢字 ではなく、 〈司会〉

〈歯科医〉 〈死海〉 〈死かい〉 など他 の言葉を打 って し

ま う。後で 自分が意図 としていた文字 が何 であったか、

考 えて しま うような苦々 しい思 いは尽 きない。

笹森先生 を始めと して、身近 な先生方 々の暖 かい配慮

によ って、その後專用のワープロ を手にす ることがで き

た。 ワープロも一一年 ぐらい続 ければ、ど うや ら苦労 しな

くっても打て るよ うになった。それ以来講義 ノー トも、

論文作成 も、手紙 もワープロで打 っている。ワープロで

最 も便利 さを感 じているのは く翻 訳〉の場 合である。何

の原稿 も手直 しが多いものだが、 〈翻訳〉は特 に手直 し

が多い。 ワー プロは書き直 しをす るとい う無駄 を省いて

くれ る。 お陰でワープロの使用によ って く翻 訳〉 は、こ

れ までとは比べ もの にならないほどはかどっている。

自分がよいと思 うもの を人に勧め るのは、人間のごく

普通 の性で あろう。 まわ りの人た ちにワープロの勧めを

機会ある度 にしているが、何人かの人々は依然として手書

きの原稿 を誇 りに してお り、私の勧 めに耳 をかさない。

それ どころか、ワープロの欠点 を指摘 し、手書 きの良 さ

を強 調す る,,私 は そ うした人 た ちの ワープ ロの持 つ

欠点 の指摘は当てはまらないと考え るが、 しか し手書 き

の原稿 を書き続けている人々を大変 うらや ましく思 って

い る。 それ らの人た ちは大抵達筆 な方で あるし、手書 き

をとお して原稿 に白分の作品 を作 っておられる方で、何

とも言えない風格 があるliで あるか らで ある。ある出版

社の ヴ,Gテ ランの編樂 者が、 〈矢張 り、原稿は手書 きで

す よ〉 と言っていた。そ うなのかも知れない。 しかし私

にとってワープロは欠かす ことがで きない伴侶となって

しまった、、

(哲 学 教授)
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